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言＜地域政策や地域づくりのフロントランナーとして＞
　地域政策学部は、地方分権社会を担う人材の育成を目指し
て、平成８年度にわが国で最初に開設された。その後、平成

12 年度には大学院地域政策研究科修士課程、平成 14 年には地域政策研究科博
士後期課程、平成 15 年には地域づくり学科、そして平成 18 年４月には観光政
策学科が次々と新設されてきている。それは、本学部がここ 10 年間、教職員・
学生が一体となって地域政策や地域づくりに関するフロントランナーとして、
全国でも独自な研究・教育・地域貢献を推進してきた結果であるといえる。
　地域政策学部ではこれまで、様々な研究、教育、社会貢献活動が展開されて
きた。その成果は、文部科学省が全国の先進大学を選定するプログラムに、平
成 15 年度には「特色ある大学教育支援プログラム」（特色ＧＰ）として、平成
16 年には「現代的教育ニーズ支援プログラム」（現代ＧＰ）として、全国的に
も珍しく連続で採択されている。こうした実績が、地域再生、都市再生、地域
連携などの事業において、国や都道府県、市町村などから数多くの依頼を受け
る結果となっている。
　内閣府は平成 18 年１月から、地域における知の拠点としての大学の意義を
再認識し、大学を活用した「知の拠点再生プログラム」を実施しようとしてい
る。地域政策学部はその先進事例として、注目されている。そうした意味で、
本学部のフィールドワークを中心にした実践的な研究教育の取組は有効であっ
たし、これからもこの方向性を大事にしたいと思っている。
＜知の拠点を担う学生として＞
　大学が知の拠点を担うためには、学生諸君の活躍が重要なポイントとなる。
高崎経済大学は、現在でも 3,500 人を超す学生を有している。観光政策学科の
学生がそろえば約 4,000 人の規模になる。地域政策学部も約 2,000 人を抱える
こととなる。若いエネルギーと知的好奇心に満ちた諸君が、大学で学んだ専門
的な知識を基礎に、地域社会にその実践の場を築き、フィールド活動を行う時、
地域も大学もこれまでとは異なる活力を取り戻すのではないだろうか。地域再
生のキーパーソンとしての活躍を期待したい。

地域再生のキーパーソンとしての活躍を!!

大　宮　　　登高崎経済大学地域政策学部長
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◆上武印刷株式会社 ◆　３年　大　出　博　志さん
　私は 11 月 14 日～ 18 日までの 5 日間、上武印刷株式会社で企業体験実習に参加さ
せて頂きました。私は将来、マスコミ関係で働きたいと考えていました。この体験
実習の中で少しでも多く学び、今後の就職活動に役立てたいと考え、取り組みました。
　実際にこの５日間で私は、営業、企画・編集、印刷・製本と印刷に関わる全ての
仕事を体験しました。特に、一番やりがいを感じたのは企画・編集の仕事を行った
時です。一つの記事を書く事の難しさや、人に読んで頂く事を考えながら書くとい
う事はかなりの神経を遣う作業でした。それでも、社員の方に私が作った記事を読
んで頂きやり遂げた後は、素直に喜びを感じる事が出来ました。でも、社員さんがおっ
しゃっていたのは一番達成感を得るのはそれが市販されて読者に読んでもらった時
に感じるそうです。
　この企業体験実習では、他にも営業に周ったり、製本作業の手伝いをしたり、本
当に多種多様な仕事が経験できて大変勉強になりました。今回、社会で働く事の楽
しさを知る事が出来たのは大変貴重な経験でした。本当に有難う御座居ました。

◆ 高崎市役所 ◆　３年　金　澤　　繭さん
　私は高崎市役所、高崎市水道局に一週間実習としてお世話になりました。水道局
の中には、料金課、工務課、給水課、浄水課、総務課があり、それぞれ一日ずつ仕
事内容を教えていただき、現場に案内していただきました。水道局は特に住民との
かかわりが密接であり、水を供給するためにそれぞれの分野でこんなにもたくさん
の人が従事して私たちの生活が守られていることを知りました。
　この自治体体験実習を通して、現場で働くということを目前で見ることができた
のはとても貴重な体験だったと思います。大学内で日々生活し続けている私たちに
とって、4 年間のその生活から脱却し、社会へ出るということ、またその時間の流れ
に身をおくことの不安を、直面した今大きなプレッシャーとして感じられます。し
かし一週間と言う短い時間ではありますが、同じ空気の中で一日一日を過ごすこと
で、仕事をするということ、わかっているようで到底わかることのできない空間を
垣間見ることができた気がします。

　地域政策学部体験実習に参加して　
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◆ 群馬ゼロックス ◆　３年　白　石　真　治さん
　今回の企業体験学習で私は、群馬ゼロックス株式会社にお世話になりました。私
が群馬ゼロックスさんを選ばせて頂いたのは、営業に対する大まかなイメージはあ
りましたが、具体的にどのような業種なのかを知るために群馬ゼロックスさんを選
びました。
　群馬ゼロックスさんでの１週間は、とても有意義なものでした。新人研修の概要
から始まり、ゼロックスグループの歴史や取り組み、営業同行、ケースワークでの
プレゼンテーションなどどれも貴重な体験となりました。
　その１週間を終えて少しだけではありますが、「営業」というものが理解できたと
思います。「営業」に必要なものはコミュニケーションから生まれる「信頼関係」が
重要なのだと実感しました。法人営業でも個人営業でもお客様と必ず触れ合う機会
があります。その時に必要になるのは、コミュニケーションであり、その中で生ま
れる信頼関係が大切です。事実、営業に同行させてもらった時に、「ゼロックスさん
に頼んで良かった。」「ゼロックスさんを信頼しているから頼んだよ。」などとお客様
から言われており、とても驚きました。その信頼関係を築くには大変な努力と細や
かな気配りなどが必要となったことでしょう。それを間近で体験できとても良いも
のとなりました。
　最後ではありますが、人事部の苗木さんをはじめ、群馬ゼロックスの皆様方には
大変お世話になりました。ありがとうございました。

◆ ホテルメトロポリタン ◆　３年　郭　　　　　欣さん
　今回、私はホテルメトロポリタンで五日間の体験学習をさせていただきました。
短い期間でしたが、内容の濃い大変充実した実習でした。私が研修先にホテルメト
ロポリタンを選んだのは、シティホテルの仕事をより深く知りたかったからです。
　五日間で、ホテルメトロポリタンのほとんどの部署で研修することができました。
各部署とも、基本的な仕事内容や注意事項を教えていただきました。特に印象に残っ
たのは、宴会テーブルのセッティングの仕方でした。グラス、お皿、フォーク、ナ
イフ等の大きさや並べ方がすべて料理によって変わります。この丁寧さにちょっと
びっくりしました。
　私にとって、この５日間は新しい血液みたいにすべて新鮮なものでした。ホテル
業界の現場の仕事だけではなく、すべての業界でも共通した接客の仕方や社会人と
して常識を身につけました。短い期間でしたが、就職活動をしている私にとって、
大きな役割を果たしています。

　地域政策学部体験実習に参加して　
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　今年度の第 48 回三扇祭は平成 17 年 11 月２日午後から 6 日
までの期間で開催されました。本年のテーマは「Break the 

Border」と定めました。これは学生からの公募で決定したものです。このテーマに
は「境界線を壊す」という意味が込められています。日頃はなかなか交流できない市
民の方々をはじめ、来場者の皆様、本学学生を含めた多くの人々が楽しく交流できる
場にこの三扇祭がなることを目標と致しました。お陰様をもちまして、多くの方々に
ご来場頂く事ができました。
　まず、プレ企画として「第 43 回榛名駅伝大会」を開催致しました。昨年に引き続
き、陸上競技部の皆様にご協力を頂き、10月 16日に開催致しました。学内から14チー
ムの参加がありました。当日は天候に恵まれ、近年稀に見る激戦となりました。
　第 48 回三扇祭は、昨年の３日半開催から例年の４日半開催と日程が変更になりま
した。当実行委員会では、例年に無い三扇祭を創り上げるべく一度原点に帰り、活動
して参りました。結果として、模擬店区画の改善や展示教室の統廃合、廃棄物の細分
化、新企画の創出など多くの点を改善しました。その為に、多くの団体の皆様にご迷
惑をおかけしたことをここでお詫び申し上げます。

　第 48 回三扇祭を振り返りますと、大きな事
故・トラブルがなく、無事に開催できたこと
が大きく印象に残っています。これには、当実
行委員だけではなく各参加団体の皆様のご協
力あってのことであります。ここで各参加団
体の皆様に厚く御礼申し上げます。三扇祭は、
学生主導で全てが行われる本学でも最大のイ
ベントです。実行委員会も有志を募って組織
されている様に、本学学生一人一人の力によっ

てこの三扇祭が成功できたことは大変素晴らしいことであると思います。学生主導を
基に平成 17 年で 48 回を終えた三扇祭が、今後も続き、発展していくためには、実行
委員会の活動も然ることながら、学生皆さんの三扇祭に対する「想い」を是非当実行
委員会にぶつけていただきたく思います。当実行委員会も皆さんの声に応えることが
できるよう精進していく所存です。
　末筆ではございますが、第 48 回三扇祭を開催するにあたり、学長先生をはじめと
する先生方、事務局の皆様、六者団体の皆様、各関係者の皆様、そして各参加団体の
皆様に多大なるご協力頂いた事に重ねて御礼申し上げますと共に、今後とも当実行委
員会にご指導・ご鞭撻の程よろしくお願い申し上げます。

地域政策学部３年  原　田　圭　介さん
第48回三扇祭実行委員長

第48回 三扇祭を終えて
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　平成 17 年 10 月 16 日（日）今回で 43 回目を迎える榛名駅伝が開催された。
今年は参加 14 チームと昨年より減少してしまったが、昨年同様の熱いレース
が展開された。優勝は２時間２分２秒のタイムでワンダーフォーゲル部が飾
り、昨年に引き続き連覇を果たした。

順位 チーム名 所属 タイム
　１位 ワンゲル ワンダーフォーゲル部 2:02:02
　２位 サッカー部 サッカー部 2:03:00
　３位 MOYADDE'S Red Star 2:04:01
　４位 大桃駅伝部 2:06:00
　５位 戸愚呂（妹） サイクリング部 2:08:26
　６位 ライトブルーＨＧ ライトブルー 2:10:01
　７位 Endless orgasm 軽音楽部 2:14:47
　８位 ハブマン ESU 2:23:30
　９位 中野ゼミ 中野ゼミナール 2:24:08
１０位 応援団本部 応援団本部 2:30:04
１１位 日活ロマンズ 矢野ゼミナール 2:31:39
１２位 戸所ゼミ★駅伝部 戸所ゼミナール（４年生） 2:33:52
１３位 会計研究部 会計研究部 2:43:16
１４位 TOPPE'S Red Star 計測ミス

第 43 回 榛名駅伝結果報告
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第 40期体育会本部　代表幹事　早瀬　正弘（経済学部３年）
　我々第 40 期体育会本部は今期一年の基本方針として「壮志」
を掲げています。これは血気盛んな意志を表すもので、体育会員
に自己を向上させる目標をもってもらい、またそれに突き進んで
いって欲しいとの願いを込め基本方針としました。日頃我々はや
やもすると目標を見失いがちではないでしょうか。大学という環
境でおそらくほとんどの学生がその時間の多さにとまどい使いあ
ぐねていると思います。そこで私は是非体育会に入ることをお勧

めします。中には体育会に対して汗臭い、上下関係が厳しい、時間がとられるなどあ
まり良いイメージをもたれていない方もいらっしゃると思いますが、確かにこういっ
たことは事実であります。ですが、何故その体育会が今日まで存続し確固たる地位を
築いているのか。体育会は失うものよりも得るものの方が多いからです。むしろ失っ
たものは後々の人生においてプラスになって還ってくるのです。
　我々第 40 期体育会本部は「壮志」を掲げ、体育会だけでなく、その他の学生団体、
ひいては高崎経済大学の発展に全力で貢献していく決意であります。

第 34期文化サークル協議会　議長　深澤　梨絵（経済学部３年）
　時下、読者の皆様におかれましては益々ご清栄のこととお喜び
申し上げます。
　この度は、たかけい学報 74 号刊行にあたりまして、第 34 期議
長就任のご挨拶を掲載させていただく運びとなりました。
　今期は「やるときゃやる」という基本方針を掲げ、１年間、会
員一同邁進に努める所存でございます。近年本学は研究対象、人
的規模をはじめとした各分野において拡大へと向かっています。

こうした動きの中、当会においても広がりのある活動を展開すべく、「学ぶときは一
生懸命学び、遊ぶときは全力で遊ぶ。休むときはとことん休み、働くときはきっち
り働く」という、けじめとモラルを持って活動することを、柔軟かつ濃密に進めて
いくビジョンとして提示しました。
　当会は 29 サークル、約 850 名より構成されており、可能性は無限です。本学の文
化や学術の発展、社会貢献に携わる人材育成を常に念頭に置き、日々努力していく
所存でございます。今後とも文化サークル協議会へのご指導ご鞭撻の程お願い致し

体育会 ・文化サークル協議会新代表からの挨拶
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　皆さん、はじめまして。第１期地域政策学部ゼミナール協議会会長の上田裕
太です。周知の通り、今年度、地域政策学部に初めてゼミナール協議会を設立
することができました。経済学部には今年度で 43 期になる協議会があります
が、地域政策学部には学部創設より今年度まで９年間、設置することができず
にいました。
　なぜ、設立できずにいたのかは分かりませんが、地域政策学部生の代表組織
が今まで無く、学部生が様々な利益を受ける事無く、抜け落ちていたという現
実を知り、危機を感じました。そこで、何としても協議会を設立することを目
標に、会長へと立候補しました。
　そもそも、「ゼミナール協議会って何なの ?」というもの僕が会長になり思っ
たことです。この疑問は、会則を作る際にも、様々な活動を行う際にも役員の
中で話し合いになるものなのですが、僕が考えているものは、各ゼミナールを
単位として学部生の学術的な活動をより円滑に行えるように支援し、また、学
部生の学生生活の向上を図る活動を行う単年度の事業体であるというもので
す。
　単年度というのは、毎年役員が変わるので、その年によって活動内容などは
異なり、その年ごとの特色が出るという特徴を持ちます。その為、役員に求め
られる事は、時間と時期を考えながら学部生のニーズを把握しつつ、ゼミナー
ル協議会の理念とニーズとが合致する事業を企画・実施していく事ではないか
と思っています。
　また、ゼミナール協議会の活動が不透明で何をやっているのか分からなけれ
ば、学部生の理解は得られないため、自分たちの自己満足で終わるのではなく、
情報を常に発信し、学部全体を巻き込むような活動も行う必要があるとも感じ
ています。
　ゼミナール協議会は学部生を代表する学生組織です。まじめに行う部分と楽
しむ部分とのメリハリを、しっかりとつけながら、代表組織として自覚ある活
動を行っていこうと思います。

「地域政策学部ゼミナール協議会初代会長に就任して」

地域政策学部　３年　上田　裕太
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　私たちの活動を日本で、そして世界で、多くの人に伝えることが出来たのは
本当に幸せである。SIFE 出場が決まってから世界大会までの 6 ヶ月は、自分
たちを更に成長させて頂いた貴重な時間となった。多くの方々から助言、励ま
しを頂いた。様々なところに行き、様々な経験をさせて頂いた。すべてが忘れ
られない大切な思い出ばかり。最後まで精一杯頑張ることの大切さ、人の温か
さを学んだ。
　私たちはこの半年間 SIFE の趣旨を理解し、今私たちが行っている大学生が
行える地域貢献を 1 人でも多くの若者に伝えていこうと努力し、また大宮研究
室と佐々木研究室の仲間たちと共に地道な活動を行ってきた。そして活動、プ
レゼン共に私たちに出来る全ての力と時間を費やし努力してきた。連日深夜に
まで及ぶ打ち合せも、今では本当に良い思い出である。
　いつも仲良くグループワークできるのが理想だと思うが、それぞれの考え方
や意見の食い違いもあり、時には仲間とぶつかり合うこともあったが、お陰で
お互い成長することができた。より良いものを作ろうという気持ちで力を合わ
せて、国内大会優勝を果たすことができたときの喜びは忘れられない。
　国際大会の開会式では、会場の雰囲気にまず圧倒された。クラブさながらの
音楽、スモークと照明、次々と審査員や役員として紹介される誰でも知ってい
るであろう企業の重役の方々、そして周りを見渡せば世界中から集まった学生
たち。まさに会場の雰囲気に呑まれた、という感じだった。
　本番では、一番大事な場で、最高と思える出来のプレゼンを行うことが出来
た。自分達のプレゼンが終わった後は、喜びと感動で涙が止まらなかった。結

果を残すことができなかっ
たが、私たちの出来ること
は精一杯やったので悔いは
ない。負けても悔いが残ら
ないところまで活動をさせ
て頂けたことに、深く感謝
している。今回のプロジェ
クトには「物事は結果より
も過程が大事」という言葉
が合う。
　世界大会へ出場していた

SIFE World Cup 2005 に参加して
"Think Global, Act Local!!"
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他国は、私たちが初戦敗退でも納得できるほどの活動内容だった。ある発展途
上国では生きていくための術を国民に教えており、ある先進国は他国と共に市
場を開拓していくという活動を行っていた。これらの活動によりどれくらいの
人たちが助けられ、技術を得ることが出来たのかということを考えると本当に
胸が熱くなる。彼らと交流し、世界各国の同世代の大学生が、様々な問題を抱
える地域社会に向けての活動を知ることができた。これからの地域社会に対す
るあり方を再認識する絶好の機会になった。
　今回活動を通じ感じた SIFE に参加する上で大切なことは、チーム間で常に
目標を意識し、それに向かいベストをつくすこと、支えてくれた周囲の方々へ
の感謝の気持ちを忘れないこと。石井學学長先生をはじめ、顧問の佐々木茂先
生や大宮登先生、両ゼミの学生と NPO 法人 DNA、アニュアルレポートのデ
ザインをボランティアで作ってくださったパリッシュ出版今泉徹さん、また夜
遅くまで英語の添削をして下さったトラバース・スチュワートさん、ここでは
挙げきれないほど本当にたくさんの方々にお世話になり、国内大会優勝・世界
大会進出を果たすことができた。一生忘れられない SIFE の 6 ヶ月間だった。
そして大切な仲間である SIFE チーム 9 人お互いに、ありがとうと心から言い
たい。あれだけのことができたのだから、きっとこれからも自信をもって何事
にも取り組んでいける。
　私たちは SIFE の活動が世界の国々にとってとても意味のあるものだという

ことを改めて実感した。そ
してまた、世界大会で学ん
だこの熱い気持ちを忘れず
に、日本での地域貢献を続
けていける私たちでありた
い。

We are the TCUE SIFE team !! 
　　705-014　渡邉　大輔　　　　　　　　　　903-003　坂本　祐子
　　101-159　小酒井　智香子　　　　　　　　102-247　篠崎　康太
　　103-062　岩田　朋子　　　　　　　　　　103-065　岩本　勇喜
　　103-094　太田　能邦　　　　　　　　　　103-124　小幡　京子
　　103-367　坪井　真司
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◆業種別就職状況　経済学部　　　　　　　　　　　　　　　（　）内の数字は複数

■建設業
群馬セキスイハイム㈱（４）　積水ハウス㈱（２）　大成ロテック㈱　日本電話施設㈱　大和ハ
ウス工業㈱　ミサワホーム西関東㈱
■製造業
㈱ライフフーズ　㈱伊藤園　オリヒロ㈱（２）　コカ・コーラセントラルジャパン　㈱上毛新
聞社　ひかりのくに出版㈱　塩野義製薬㈱　トーアエイヨー㈱　グラクソ・スミスクライン
㈱　㈱前川製作所　㈱協和エクシオ　東邦工業㈱　㈱ティラド　㈱サン電子　坂本工業㈱　
カルソニックカンセイ㈱　スタンレー電気㈱　市光工業㈱　曙ブレーキ工業㈱　㈱フコク　
タカラベルモント㈱　アイリスオーヤマ㈱　太平洋ランダム㈱　ＹＫＫＡＰ㈱　ドギーマン
ハヤシ㈱　カツデンアーキテック㈱　ヤマザキマザック㈱　ＮＥＣライティング㈱
■卸売業
カネコ種苗㈱　群馬リコー㈱（２）　キャノンシステムアンドサポート㈱　国分㈱　第一実業
㈱　㈱マルイチ産商　加藤産業㈱　安藤㈱　㈱成電社　㈱チクマ　日立コンシューマ・マー
ケティング㈱　都築電気㈱②　サンリン㈱　㈱あらた　カナカン㈱　潮田三国堂薬品㈱　㈱
ジェイアイエヌ　㈱フードサービスネットワーク　㈱アドヴァン　㈱タケショー　日産ト
レーディング㈱　秋田基準寝具㈱
■小売業
㈱ニトリ（２）　㈱ヨークベニマル　㈱ベイシア　㈱ヤマダ電機（３）　㈱良品計画　㈱しまむ
ら（２）　イオン㈱　石川トヨタ自動車㈱　東京日産自動車販売㈱　日本ケンタッキー・フラ
イドチキン㈱（２）　㈱コメリ　㈱アルペン　㈱ニッセン　群馬トヨタ自動車㈱（３）　㈱セキ
チュー　ネッツトヨタ高崎㈱　㈱クスリのマルエ（３）　㈱カワチ薬品（２）　㈱幸楽苑　㈱ア
オキインターナショナル　㈱ジャパネットたかた　㈱ホワイティ　マックスバリュ東海㈱　
ネッツトヨタ広島㈱　㈱クリエイト・レストランツ　㈱ガリバーインターナショナル　㈱東
北マツダ　福岡日産自動車㈱
■金融業
㈱北洋銀行（３）　㈱青森銀行　㈱岩手銀行　㈱北日本銀行　㈱七十七銀行（４）　㈱東邦銀行
　㈱常陽銀行（４）　㈱栃木銀行（３）　㈱群馬銀行（13）　㈱東和銀行（３）　日本銀行　㈱八十二
銀行　㈱大垣共立銀行　㈱十六銀行（３）　㈱名古屋銀行　㈱鳥取銀行　㈱中国銀行（２）　㈱
香川銀行　㈱百十四銀行（３）　㈱茨城銀行　㈱千葉興業銀行（２）　㈱北都銀行　㈱りそなホー
ルディング　㈱三菱東京フィナンシャル・グループ　カネツ商事㈱　エイチ・エス証券㈱　
東海東京証券㈱（２）　日興コーディアル証券㈱②　今村証券㈱　㈱小林洋行　丸福証券㈱　
東京コムウェル㈱　大和證券投資信託㈱　大同生命保険㈱　群馬県民共済生活協同組合　ぐ
んま共済・群馬県火災・商工共済共同組合　北海道労働金庫　桐生信用金庫　東群馬信用組
合　ぐんま信用金庫（３）　㈱ジェーシービー　巣鴨信用金庫　中央労働金庫（３）　東京信用
保証協会　東日本建設業保証㈱　尾西信用金庫　浜松信用金庫　㈱セントラルファイナンス
　播州信用金庫　高崎信用金庫　かんら信用金庫（３）　かみつけ信用組合　㈱ＳＦＣＧ　三
重県信用農業協同組合連合会　遠州信用金庫　興銀リース㈱
■不動産業
㈱シンアイ　㈱スミカ
■運輸・通信
日本通運㈱（４）　東日本旅客鉄道㈱　ヤマト運輸㈱　立山黒部貫光㈱　センコー㈱　㈱群馬
バス　㈱エイチ・アイ・エス　西日本旅客鉄道㈱　アートコーポレーション㈱　日本貨物鉄
道㈱　日東ロジスティクス㈱　日本交通㈱　㈱ＪＴＢ関東　トヨタ輸送㈱　㈱アイ・イーグ
ループ　㈱光通信
■電力・ガス
北海道電力㈱　東邦ガス㈱
■サービス業
富士重工業健康保険組合総合太田病院　日本赤十字社栃木県支部　医療法人社団須田医院　
㈱総合資格　ホクレン農業協同組合連合会　㈱群馬ロイヤルホテル　㈱メモリード　三井住
友銀リース㈱　㈱ガイア　㈱ダイナム　㈱東急ホテルズ　㈱ＮＯＶＡ　㈱さくら会計　北海
道農業協同組合中央会　コミー㈱　前橋市農業協同組合　ソフトイングローバル㈱　㈱リク
ルートエイブリック　㈱モック　㈱ヒカリシステム　㈱ディスパ　伊藤啓三税理士事務所　
税理士法人赤津総合会計　㈲高橋良昌税務会計事務所　ＩＶＳテレビ制作㈱　群馬総合リー
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ス㈱　税理士法人 真下経営　㈱読売インフォメーションサービス　総合ユニコム㈱　㈱ニ
シカワインフォメーションサービス　アニコムインターナショナル㈱　シムックス㈱　利根
沼田農業協同組合　㈱ベンチャーオンライン　㈱ザ・トーカイ　コンピュートロン㈱（３）　
システム・アルファ㈱　㈱ナブ・アシスト（２）　㈱両毛システムズ　㈱インフォテクノ朝日（２）
　㈱ＴＫＣ（２）　富士情報通信㈱　三井情報開発㈱　エン・ジャパン㈱（２）　㈱高崎共同計
算センター　マクロ㈱　ハイテクシステム㈱　日本情報産業㈱　㈱ランドコンピュータ　㈱
フレックス　㈱グロージュ　エムオーテックス㈱　日立電子サービス㈱　㈱中電シーティー
アイ　㈱ワイズノット
■公務
陸上自衛隊　結城市役所　伊勢崎市役所　邑楽町役場　群馬県警（２）　警視庁　山梨県教員
東京消防庁

◆業種別就職状況　地域政策学部　　　　　　　　　　　　　（　）内の数字は複数

■建設業
大和ハウス工業㈱　オーダス㈱
■製造業
ケンコーマヨネーズ㈱　三国コカ・コーラボトリング㈱　森永乳業㈱　㈱ブルボン　上毎印
刷工業㈱　㈱ワコーヴィスコム　㈱ＤＮＰ東北　中央発條㈱　エスビック㈱　ヒサゴ㈱
■卸売業
岩瀬産業㈱　カネコ種苗㈱　ナイス㈱　カネボウ化粧品関越販売㈱群馬支社　アカチャンホ
ンポグループ　日立コンシューマ・マーケティング㈱　エプソン販売㈱　東京シティー青果
㈱　㈱ジェイアイエヌ　東京・宝㈱
■小売業
ヤマザワ㈱　㈱ヨークベニマル　㈱ベイシア　㈱セーブオン（２）　㈱ヤマダ電機　（生協）
ちばコープ　㈱東急ストア　㈱コメリ（２）　㈱オギノ（２）　㈱平和堂　㈱ローソン　群馬ト
ヨタ自動車㈱　ネッツトヨタ高崎㈱　㈱バロー　㈱クイーンズ伊勢丹　㈱アビステ　㈱ウェ
ルネスムーブメント　㈲グロウ　㈲吉兆ダイニング　㈱オービックオフィスオートメーショ
ン　㈱ウェッズ　㈱インターメスティック
■金融業
㈱岩手銀行（３）　㈱北日本銀行　㈱七十七銀行　㈱仙台銀行　㈱秋田銀行③　㈱荘内銀行　
㈱関東つくば銀行　㈱常陽銀行（２）　㈱栃木銀行（２）　㈱群馬銀行（４）　㈱東和銀行（２）　㈱
東日本銀行　㈱八千代銀行　㈱八十二銀行（３）　㈱大垣共立銀行　㈱中国銀行　㈱茨城銀行
　㈱千葉興業銀行　㈱北都銀行　岡三証券㈱　みずほインベスターズ証券㈱　髙木証券㈱　
全国労働者共済生活協同組合連合会（全労済）　桐生信用金庫　中央労働金庫（２）　東京信
用保証協会　新潟縣信用組合　磐田信用金庫　静岡県労働金庫　高崎信用金庫（３）　多野藤
岡農業協同組合　東北労働金庫
■不動産業
オークラヤ住宅㈱　ＡＰＡグループ　みずほ信不動産販売㈱
■運輸・通信
㈱日本旅行　東日本旅客鉄道㈱（２）　西日本鉄道㈱　㈱エイチ・アイ・エス　㈱キューソー
流通システム
■電力・ガス
東邦ガス㈱
■サービス業
全国農業協同組合連合会群馬県本部（２）　山田社会保険労務士事務所　群馬綜合ガードシス
テム㈱　毎日コミュニケーションズ㈱　㈱リクルート　㈲島津会計事務所　前橋市農業協同
組合　㈱ナカダイ　㈱ワオ・コーポレーション　東都生活協同組合　㈱メッセ　ＪＡ秋田ふ
るさと　㈱ＥＣＣ　㈱ＪＴＢ商事　長野県農業協同組合連合会　システム・アルファ㈱　楽
天㈱　㈱トライ　㈱エヌ・ティ・ティ・データ・フロンティア　三菱信情報システム㈱　㈱
ウィルコム　㈱プランニング　㈱ＮＩＤ・ＩＳ
■公務
航空自衛隊　陸上自衛隊　関東信越国税局　国土交通省国土地理院　宇都宮市役所　栃木県
庁　前橋市役所　静岡県警　静岡県庁　富士市役所　徳島県警　水戸市役所　榛名町役場　
福井県警
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　大学の４年間は楽しく、おもしろいことばかりだった。三
重県の伊勢から夜汽車に乗って（当時新幹線は走っていな
かった）東京へ、上野から高崎へ。不思議と不安感とか寂し
い気持ちはなかった。それより好奇心の方が強かった。しか
し下宿探しに大学に行った時こりゃダメだ。新校舎建築中と
は聞いたが……来年もう一度大学を受け直そうと真剣に考

えて下宿先へ行くまでに「数学Ⅰ」の参考書を買った。
　大学生活が始まってすぐ剣道部に入部した。このことが大学生活を楽しくし
た第一幕である。そこで私にとって終生の友（彼は嫌がるかも知れないが）を
得ることができた。今も随時会っている。彼は三つ年上で、18 才（３月生まれ）
になったばかりの坊やには聞くこと、すること全てが新鮮で新しい発見ばかり
だった。彼のあだ名は「オヤジサン」だった。また他府県の人、浪人をした人
たちの話を聞くにつけ驚きの連続であった。
　現在の様に一人で遊べるもの（パチンコがあった）が無かった時代の楽しみ
はグループで遊ぶことで、そこから世間知らずの坊やは成長させてもらったよ
うな気がする。
　大学受験はとっくに忘れていた。
　授業はおもしろくなかった。高校時代には無かったフリーで双方向の授業が
多いかと期待していたがそうではなく（今は違うらしいが……）授業をサボル
ようになり、このことが４年生の最後に苦しむこととなった。
　３年生の時、新保潤一郎教授のご指導を得ながら東南アジア研究部を創り皆
で外務省やタイ等の大使館周りをしたことが懐かしく思い出される。
　上毛三山の四季の移り変わりを眺めながらの高崎経済大学の四年間に悔い
はコレッポッチも無い。高崎よ！大学よ！ありがとう。青春バンザイだ。
　第二幕は機会があればご披露申し上げたい。

卒業生訪問 (45)　　　　　　　　　  昭和 39 年 3 月経済学部卒

小野田　雅　晴さん
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　私は平成 12 年に地域政策学部を卒業後、建設関係の会社
で３年間営業の仕事をして、平成 15 年から自治体の職員と
して働いています。
　学生時代は決して優等生ではなく、成績もかろうじて「可」
で通ったり、そうでなかったり、というようなもので、恥ず
かしながらこの「たかけい学報」についても、在学中に読ん
だ記憶がありませんでした。だからという訳ではありません

が、これを読んでいる高経生のみなさんは恐らく優秀な方が多いのではないか
と思います。私は卒業してそろそろ６年になりますが、周りを見回してみると
大概の人が何かしら職を変えたり辞めたりしていて、卒業以来ずっと同じとこ
ろに勤めている人は稀になってきています。就職が決まればそれでオッケーと
いう時代ではありません。本当に厳しい世の中です。学生だからといって浮か
れている場合ではないので、必死に勉強してください！早い段階から先のこと
を見据えて勉強や就職の準備をするのとしないのでは後々大きく変わってき
ます。間違いなく自分のためになりますので頑張ってください。
  とはいえ、勉強以外に学生時代にしかできないこともたくさんあります。お
酒を飲み過ぎて失敗したり、バイトに明け暮れてみたり、日本全国を旅してみ
たりと、比較的自由が効く今のうちにたくさんのことを経験しておくのも良い
と思います。これらのことは社会に出てからも必ずなにかの役に立ちます。信
じられないことかもしれませんが、飲み会のコールですら役に立つ時がきたり
します。社会に出ると今までの学生生活とは違って「これをしてはいけない（も
ちろん法を犯してはいけませんが）」、「これをしていれば良い」ということが
あまり意味をなさなくなってきます。簡単に言うと、良い子でいるだけではダ
メだということです。しかし、自分の行動に責任を持つことで厳しいこともあ
りますが、同時に非常に楽しくもあります。
　最後に学生時代を振り返って、私の場合は「もっと遊んでおけば良かった！」
と後悔することがないくらいに遊んでいたので、就職してから少々つらいこと
があっても「まぁ仕方ないか」と今まで乗り越えてくることができました。し
かし「もっと勉強しておけば良かった！」と後悔することになったので、みな
さんは同じようなことにならないように気をつけてください。とにかく振り
返ってみて後悔が残るような４年間にはしないように、今のうちにさまざまな
ことにチャレンジしてください！

卒業生訪問 (46)　　　　　　　  平成 12 年 3 月地域政策学部卒

石　井　良　知さん

吉 井 町 役 場
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　こんにちは、ラグビー部です。私たちラグビー部は、一年生８人、二年生３
人、三年生 11 人、四年生４人のプレイヤーと、各学年２人のマネージャーの
総勢 34 名で活動しています。ラグビーは、15 人で１チームと他の球技と比べ
て試合に出る人数が多く、タックルなどによる怪我が多いことを考えると、十
分な人数が揃っているというわけではありません。しかし、主将、副主将、ポ
ジションリーダーを中心に、自分たちで練習メニューを考えて日々練習を重ね
ています。普段の練習は、月曜日、水曜日は 18 時からナイター練習、金曜日
は７時半から朝練習、土曜日は９時半から練習しており、８月には１週間の夏
合宿も行っています。
　主な出場大会としては、３月に高崎セブンス、４月に群馬セブンス、６月に
群馬リーグ、10 月からの北関東リーグが挙げられ、他にも鶴鷹祭や、合宿で
の試合、社会人クラブチームとの練習試合をしています。
　１年間を通しての目標は北関東リーグで優勝し、上の大会に出場することで
あり、その目標が全てと言っても過言ではありません。今年も昨年同様リーグ
２位という成績を収めることができましたが、２位は２位でしかなく、四年生
は悔し涙を流し引退し、３年生以下は来年の優勝を誓いました。来年こそ勝負
の年だと思っています。もう悔し涙を繰り返さないように、きつい練習にも耐
え、優勝します！！　　　　　（ラグビー部幹事長　経済学部２年　杉田和之）

ラ グ ビ ー 部
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　こんにちは、モダンジャズ研究会です。我々モダンジャズ研究会は通称ジャ
ズ研と呼ばれ、平成 17 年 12 月現在 26 人で活動しています。主な活動は週１
回の部会と２ヶ月に一度のライブ、11 月の学祭ステージ出演と人が集まり次
第行われるセッションなどです。音楽サークルですから技術的な問題や方向
性の不一致によって悩むことも多いですが、音楽が好きだという共通の思いを
持っているので、毎日楽しく活動しています。
　皆さんはジャズに対してどんなイメージをお持ちでしょうか。最近テレビや
飲食店のＢＧＭにジャズが使われていることが多いので身近に感じられる人
もいるでしょうし、実際に演奏している人が身近にいないので、難しいとか、
理解できないものだと思っている人も、結構いるのではないかと思います。し
かし、難しいことをやろうとしても音楽を楽しめません。「楽しい」ことは、我々
の活動の前提条件です。ジャズ研という大きな枠の中で、自分のやりたい音楽
をやればいいのです。ジャズ研といってもジャズばかりやっているわけではな
く、ジャズから派生したさまざまなジャンル、例えばボザノバ、フュージョン、
ファンクなどもライブやセッションで耳にすることができます。
　楽器が大好きな方、歌いたい方、ジャズに興味がある方、何だかよくわから
ないけどとりあえず何か新しいジャンルに挑戦してみたい方、お待ちしていま
す。　　　　　　　　　　　　　　（幹事長　地域政策学部２年　新楯　直巳）

モダンジャズ研究会
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　東西に約 200 ｋｍと細長い島根県は、中国山地を背にし、
日本海に望む豊かな自然に恵まれたところです。
　風土記の時代よリ３つの国で成り立ち、それぞれ異なった
地域性を持つことから、しばしば県東部の出雲、西部の石見、
日本海に浮かぶ隠岐の３つの地域に分けて語られます。
　出雲は、年に一度、全国の神様たちが集まることから 10
月の異名を神在月（一般には神無月）といい、神々のふるさ

ととしても知られています。
　縁結びで名高い出雲大社や 358 本の銅剣が出土した荒神谷遺跡、全国最多の
39 個の銅鐸が出土した加茂岩倉遺跡など、神話の世界がいたるところに息づ
いています。この松江は水の都として知られ、嫁ヶ島を近景に眺める宍道湖の
タ日は、神秘的な美しさで見る人を魅了します。
　石見は、中世から近世にかけ、日本第一の銀山として栄え、江戸幕府を支え
た天領石見銀山と当時の面形を残す大森の町並みが残されている。
　また、大小合わせて 200 余りの神楽社中が各地にあリ、この石見神楽は八調
子と呼ばれる早いテンポが特徴で、ショーアップされたダイナミックな大蛇退
治は迫力タップリです。
　日本海に浮かぶ隠岐島は後鳥羽上皇や後醍醐天皇が配流になった地で、都の
文化を伝えるとともに離島独特の文化を形成しています。
　島根県の食文化としては宍道湖で獲れる、「スズキ、モロゲエビ、ウナギ、
アマサギ、シラウオ、コイ、シジミ」は宍道湖七珍と呼ばれ、郷土料理となっ
ています。
　島根県は自然豊かな美しいところです。みなさんも一度訪れてみてはいかが
でしょう。

経済学部１年  平　井　裕　介さん
hhふるさとを語る 国内編（15）gg

島 根 県●
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　私は中国天津から来た留学生です。この貴重なチャンスをいただき、天津を
皆さんに紹介させていただきます。
　天津市は北京の南東およそ 120 キロに位置し、北京，上海，重慶と並び、中
国政府の四大直轄都市の一つです。天津は取扱量が全国の最大の国際港を持
ち，中国北方最大の商業・貿易の中心、工業基地として盛んでいます。
　一方、天津は地方色豊かな文化を持ち，歴史的な遺跡もあり。観光スポット
として、「古文化街」と「食品街」 は幅広く知られています。「古文化街」では、
500 メートルほど続く骨董品や民芸品を扱うお店がズラリと並んでいます。こ
こで特にお勧めなのは、「泥人形」と「年画」です。
       

　また、天津の知名度は天津の食文化でも高くなっています。もちろん天津
は、「天津甘栗」で有名な街です。秋から初春にかけて、天津のいたるところ
で甘栗の露店が並びますが、食品のショッピングモール―「食品街」へ行けば、
十八街大

ダーマーファ
麻花、耳

アルドゥエンジャーゴウ

朶眼炸糕、天津肉まんという「天津３大名物」を食べること
ができます。
　天津の経済や文化に関する話題があまりに多くて、全て紹介することができ
ませんが、チャンスがあれば、皆さん是非天津に遊びに来てください。

天  后  宮 古文化街 楊柳青年画 泥人形─こども達

経済学部３年  楊　　瀟　瀟さん
hhふるさとを語る 国内編（16）gg

中 国 ・ 天 津●

十八街大麻花 狗不理包子 耳朶眼炸糕
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　アメリカにおける３週間、それは光のように一瞬で、加えてすばらしく充実
した日々だった。
　出国当日、生まれて初めて海外の地を踏むことになる私は、興奮と緊張のあ
まり一睡もできなかったため、アメリカまでの約十時間はかなり辛いものと
なった。身動きもとれずに到着までの時間ただ座り続け、寝ようとしても先に
述べた通り・・・誰か助けてー！
　だが、テネシー到着後、私の目に飛び込んだそれは、私の疲れを消し飛ばす
ほどの感動を与えるには充分すぎた。日本では決して見ることのできない、壮
大に広がる草原、360 度見渡す限りの地平線、人の手の加わっていない自然林、
このスケールの大きさ、まさに雷が落ちたかのような衝撃だった。しかし、大
きいのは自然だけでなく、そこにある大学も相当なものだった。とにかく巨大
で、何 km あるのか分からないフィールドに、縦ではなく横にでかい校舎の数々
に学生寮、おまけに住んでいる人までがでかい・・・。その心も広く、私が（断っ
ておくが私の会話能力はきわめて貧困である）会話にもたついていても嫌な顔
一つせず、最後まで親切に対応してくれたのには驚きを隠せなかった。アメリ
カにいるわけだから当然、日常でも英語を多用したのだが、教師は勿論として
生徒も単語が難しければ分かりやすい簡単な表現を用いてくれたり、言葉に詰
まった自分たちから意図することを感じ取ろうとしてくれたりなど、気さくに
接してくれ、この時期に行われたお祭りなどのパーティでは、現地の人たちと
も交流を深めることができた。
　本当に、はじめ感じていた会話における不安など杞憂でしかなかった。それ
に、日本人にはない独特の暖かさを感じ、また、引け腰で彼らから避けようと
思うのはとても勿体無いことだと痛感すると思う。正直、この感動はここには
書ききれないが行っ
てからの楽しみとい
うことで、是非とも
素敵な体験をしてき
てほしいと思う。絶
対楽しいよ！

UTM短期留学に参加して


　経済学部２年
松 岡 拓 也 さん
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　2005 年８月 14 日、私はアメリカに旅立った。夢がかなった瞬間だった。昔
から、ミーハーだった私は洋画や洋楽が大好きで、いつも海外に憧れを抱き、
いつか海外で生活することを夢見ていた。しかし、英語なんて挨拶ぐらいし
かできないし、もちろん海外なんて行ったこともないし、ましてや飛行機すら
乗ったことのない私には夢のまた夢だった。そんな私が不安を消し去り、今年
ＵＴＭに短期留学をしようと決心した理由は、単に大好きな " ＳＴＡＲ ＷＡ
ＲＳ " が完結する年に本場アメリカに行きたかっただけである。確かに、動機
は不純だったと思う。しかし、これが私の最高の夏の始まりだったのである。
　日本から飛行機で 14 時間。さらに、メンフィス空港からバスで３時間の長
旅の先に着いた場所は、まさに私にとって夢の世界が広がっていた。映画に出
てくるような建物や車。食べ物はもちろんビッグサイズ。クールなダンスパー
ティー。そして、本場アメリカンフットボール観戦とチアガール。周りを見渡
せば、日本語の通じない人たちばかりだったけれど、みんな気さくで、" Ｈｉ
" と声をかけると " Ｈｉ " と返してくれる。そんなことが嬉しくてたまらなかっ
た。もちろん相手に自分の英語が通じなかったり、すぐに言葉を返せなかった
りして、困惑することもあった。マクドナルドでメニューを頼む時でさえ、発
音の違いで何度も聞き返されることもあった。その度に、悔しい思いもしたけ
れど、同時に学ぶことも多かったし、英語に対するやる気も強くなった。とこ
ろで、授業はというと、先生はおもしろくて優しいし、ディスカッションや会
話などが多く楽しかった。サボリ＆遅刻魔の私が朝 8：00 からの授業に無遅刻
無欠席だったことに自分でも驚いた。また、クラスにいる韓国や台湾など他の
国からの留学生とも英語を通して意思疎通ができることが嬉しく、あらためて
英語の重要性を学んだ。
　わずか３週間という本当に短いＵＴＭでの生活は
毎日ハッピーと学習でいっぱいだった。そして、こ
れからの人生の大きな一歩になった。最後に、初の
海外で不安なく生活できたのは周りで支えてくれた
人達のおかげだと思う。ＵＴＭの短期留学を通して
知り合えた皆様、本当にＴｈａｎｋ Ｙｏｕ！

HAPPY DAYS AT UTM


　地域政策学部２年
須 賀 智 代 さん

シ
リ
ー
ズ



－ 20 －

　海外での生活。大学姉妹校への短期留学プログラムがあると知った入学当初
から、私はこのプログラムへの参加をずっと考えてきました。そして平成 17
年度、大学２年生にしてようやく実現することができました。
　出発前には多くの不安や心配事を抱えていました。向こうの授業についてい
けるのか？普通に生活できるのか？しかし、これらの不安もアイルランドでの
生活への期待には敵いませんでした。
　留学先の DCU での授業は最初のうちは想像以上に難しいものでした。そん
な時助けてくれたのが友人たちです。DCU には多くの留学生が通っています。
もちろん、ここでできた友人たちは国際色豊かです。アイルランド、イタリア、
スペイン、ドイツ、中国とさまざまです。授業には苦戦したものの、彼らとア
イリッシュパブに行き、一緒に笑って話すことができ、ともに多くの時間を過
ごしました。そして１月もすると、授業にも慣れ、また、友人たちと話すとき
でさえ電子辞書が常に必要不可欠だったのに、この頃には辞書を引くことなく
話せるようになりました。
　留学期間中、アイルランド国内だけでなく、ヨーロッパのほかの国にも旅行
に行きました。観光という意味でも得るものの多い旅でしたが、１人で、自分
の足で、なにより日本語の通じない国を旅行したという達成感は何物にも代え
られません。
　ここで３ヶ月も暮らしていけるのか、と不安になった時期もありましたが、
私の３ヶ月はあっという間でした。最後の一週間は帰国してしまうことが残念
で落ち込んだほどです。私はこの留学でかけがえのない友人たちと思い出を手
にいれ、とても貴重な経験をすることができました。
　来年度からは留学期間が３ヶ月から１年に変わるそうです。今後、この留学
に参加される皆さんはより多くの友人と、より多くの経験を得ることができる
でしょう。私としては皆
さんをうらやましく思い
ます。
　少しでも海外留学に興
味があるならば、一歩踏
み出してみてはいかがで
しょうか？

DCU短期交換留学に参加して


　経済学部２年
井 野 翔 紀 さん
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平成 17 年度

　　　　経済学部

◆前　期（経済学科担当） ◆後　期（経営学科担当）

人間の安全保障と国際平和 企業と交通安全教育
　グローバル化が進展するなかで、貧富の格差拡大、
地域紛争の激化、広域感染症の拡散など、地球的課題
が新たに登場してきている。「人間の安全保障と国際平
和」をキーワードに、主として途上国で活躍してこら
れた専門家にリレー方式で講義を行っていただく。

　近年労働災害の中で、交通事故の占める割合が増加
しており、旅客運送事業や物流においてはもちろん、
一般企業でも、交通事故による物的・人的損失が企業
の大きな損失となるケースが増えている。そうした対
策の１つとして、交通安全教育の必要性が増している。
本リレー講義では日本交通心理学会の協力を得て、企
業における交通安全教育の現状について紹介する。

今年度のリレー講義は、下記のとおり開催されました。

（本講義は、経済学部の正規の授業です。経済学部の学生と一緒に受講していただきます。）

前　期（人間の安全保障と国際平和） 後　期（企業と交通安全教育）
回 開講日 講義テーマ 講　　師 回 開講日 講義テーマ 講　　師

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

４月 13 日

４月 20 日

４月 27 日

５月 11 日

５月 18 日

５月 25 日

６月１日

６月８日

６月 15 日

６月 22 日

６月 29 日

７月６日

７月 13 日

７月 27 日

９月 28 日

10 月５日

10 月 12 日

10 月 19 日

10 月 26 日

11 月９日

11 月 16 日

11 月 30 日

12 月７日

12 月 14 日

１月 11 日

１月 18 日

１月 25 日

国際政治からみた人間の
安全保障

人間の安全保障と市民社会

アフリカにおける人間開
発と平和定着
コンゴ内戦と人間の安全
保障

南アジアの人間の安全保障

ＷＴＯ交渉と人間の安全保障
─食と水の視点から
アフガニスタンの再建・
復興と人間の保障

アフリカのＨＩＶ／エイズ

イラクの復興と開発

メコン河流域開発と生活
安全保障

債務問題と人間の安全保障

スマトラ地震と人間の安
全保障
アフリカにおける人間開
発の展望

高崎経済大学教授・経済
学科長
　　　矢野　修一
反差別国際運動副会長　
元国連大学副学長
　武者小路　公秀
明治学院大学国際学部教授・
同大学国際平和研究所所長
　　　勝俣　　誠

オリエンス宗教研究所所長
ムタタ・ムケンゲシャイ

「環境・持続社会」研究
センター理事
　　佐久間　智子
総合研究開発機構国際研
究交流部主任研究員　
　　　平井　照水

国際協力機構アフリカ部
部長
　　　黒川　恒男

「いりあい・よりあい・まなびあいネットワー
ク」事務局長（特活）シャプラニール＝市民に
よる海外協力の会理事　長畑　誠

アフリカ日本協議会事務
局長
　　齋藤　龍一郎
日本国際ボランティアセンター代表・
カンボジア市民フォーラム事務局長
　　　熊岡　路矢

「メコン・ウオッチ」代表・
一橋大学大学院非常勤講師
　　　松本　　悟
アジア太平洋資料センター
事務局長代行
　　　普川　容子
インドネシア民主化支援ネットワー
ク事務局長・上智大学非常勤講師
　　佐伯　奈津子
明治学院大学国際学部教授・
同大学国際平和研究所所長
　　　勝俣　　誠

交通心理学と交通安全教育

子供の行動と危険予知

高齢者と交通心理学

女性と交通心理学

アルコールの運転に及ぼ
す影響
自動車教習所における交
通安全教育

企業とリスクマネジメント

ドライバーと安全態度

運輸企業における事故対策

危険物運搬と交通安全教育

物流企業における交通安
全教育

交通心理士と交通事故防止

まとめ

早稲田大学人間科学部教授
　　　石田　敏郎
帝塚山大学教授心理福祉
学部学部長
　　　　蓮花　一己
実践女子大学人間社会学
部教授
　　　松浦　常夫
実践女子大学生活科学部
人間工学研究室教授　
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　平成17年度の公開講座は、講義方式と少人数制によるゼミナール方式の２方
式で行なわれ、好評を博して終了した。
　　テーマ　循環共生社旗への展望
　　　　講義方式　　　　９月26日～10月25日　計10回　受講者数59人
　　　　ゼミナール方式　10月31日～12月７日　計10回　受講者数22人
講義方式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師
①環境と経済学……………………………………………………………加藤　敬弘
②ペットボトルリサイクル………………………………………………高橋　美佐
③商業集積の形成と崩壊のメカニズムについて………………………吾郷　貴紀
④公共交通利用を主軸とした地域社会の形成への展望………………大島登志彦
⑤ゲーム理論で考える社会・経済・環境………………………………柳瀬　明彦
⑥地域における「ものづくり能力」の構築………………………………黒川　基裕
⑦環境とレクリエーションの経済学……………………………………柘植　隆宏
⑧企業の社会的責任（ＣＳＲ）と環境経営………………………………水口　　剛
⑨地域における地球温暖化対策…………………………………………林　　宰司
⑩農地保全をめぐる政策展開と課題……………………………………村山　元展
ゼミナール方式
①循環共生型地域社会づくりの課題……………………………………長谷川秀男
②山間地域農業・林業再生への政策的視点……………………………西野　寿章
③「循環協働社会」と地域福祉…………………………………………武井　　昭
④農業・農村の活性化と循環・共生型システム………………………吉田　俊幸
⑤循環共生型国土構造・都市社会の構築………………………………戸所　　隆

●受講者の年代

年 代 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 以上 合 計 男女比

全　
　
　
　
　

体

男　

性

女　

性

合　

計

1.7％

0.0％

1.2％

71.6％

28.4％

平成 17年度　公　開　講　座

１人

０人

１人

５人

５人

10 人

8.6％

21.7％

12.3％

７人

４人

11 人

12.1％

17.4％

13.6％

５人

６人

11 人

8.6％

26.1％

13.6％

14 人

５人

19 人

24.1％

21.7％

23.5％

22 人

３人

25 人

37.9％

13.0％

30.9％

４人

０人

４人

6.9％

0％

4.9％

58 人

23 人

81 人

100％

100％

100％
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高崎経済大学同窓会
平成17年度　各 支 部 総 会

　平成 17 年度は、下記 10 支部で支部総会が開催されました。なかでも、福井
支部、広島支部は久々の開催となり、両支部とも多くの同窓生が再会の喜びを
分かち合っていました。
　近年、若い同窓生の参加も増えてきていますので、皆様各地域の支部総会開
催の通知が届いた際には、奮ってご参加ください。

支 部 名 開催日
桐生支部 平成17年５月21日
福井支部 平成17年７月９日
富山支部 平成17年７月31日
札幌支部 平成17年10月14日
関西支部 平成17年11月12日
栃木支部 平成17年11月12日
宮城支部 平成17年11月19日
広島支部 平成17年11月26日
大分支部 平成17年12月３日
太田支部 平成18年２月18日

平成 17 年度支部総会開催一覧 平成 18 年度開催予定支部
支 部 名

札幌支部 三重支部
宮城支部 関西支部
栃木支部 京滋支部
桐生支部 広島支部
太田支部 大分支部
東京支部
新潟支部
富山支部
東海支部

大
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平成17年度

高崎経済大学後援会
　後援会は、高崎経済大学の施設、設備の整備及び教育研究活動を助成し、もっ
て大学教育の充実発展に寄与することを目的として様々な事業を行っておりま
す。

（1）主な事業
　・高崎経済大学の施設設備の整備に対する援助
　・高崎経済大学における教育研究活動の助成
　・高崎経済大学における研究業績の発表等の出版に対する援助
　・高崎経済大学の教職員及び学生の福利厚生事業に対する援助

（2）所有施設
　・高経会館　　　　　　　　　　高崎市下小塙町 1461-1
　・白馬セミナーハウス　　　　　長野県北安曇郡白馬村大字北城 3020
　・軽井沢山荘　　　　　　　　　長野県北佐久郡軽井沢町大字発地字牛道 514-71
　・マクドナルド高崎経済大学店　高崎市上並榎町 1300（高崎経済大学内）

（3）支部総会
　平成 17 年度の支部総会が全国８会場で開催されました。開催日と参加人数
については以下のとおりです。

支部総会の目的は、後援会や大学の現況を保護者の方に報告しご理解やご支援
を願うものです。当日は大学の関係者から前年度の事業及び会計報告、今年度
の事業計画や予算の説明がなされました。

支 部 名 開催日 開催地 人 数 支 部 名 開催日 開催地 人 数
北　海　道 10 ／ 16 札　幌  29 東　　　北 10 ／ 23 仙　台 73
関東甲信越 ９／４ 高　崎 117 東　　　海 10 ／ 30 名古屋 37
北　　　陸 11 ／６ 金　沢  43 近　　　畿 11 ／ 13 大　阪 11
四　　　国 11 ／６ 高　松  23 九　　　州 11 ／ 13 福　岡 11

（＊四国支部は山陰山陽支部と隔年交互開催）
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■経済学部
〔前期日程〕
　試 験 日　平成18年２月25日
　募集人員　140名
　試験会場　高崎、札幌、仙台、東京、金沢、
　　　　　　名古屋、大阪、岡山、福岡、那覇
〔公立大学中期日程〕
　試 験 日　平成18年３月８日
　募集人員　240名
　試験会場　高崎、札幌、仙台、東京、金沢、
　　　　　　名古屋、大阪、岡山、福岡
○推薦入試A
　試 験 日　平成17年11月20日
　募集人員　70名
　試験会場　高崎
○推薦入試B
　試 験 日　平成18年１月29日
　募集人員　30名
　試験会場　高崎
○帰国生徒入試
　試 験 日　平成17年11月20日
　募集人員　若干名
　試験会場　高崎
○私費外国人留学生入試
　試 験 日　平成17年12月18日
　募集人員　若干名
　試験会場　高崎、東京
○社会人入試
　試 験 日　平成17年12月18日
　募集人員　若干名
　試験会場　高崎
○２・３年次編入・転入学試験
　試 験 日　平成17年12月18日
　募集人員　若干名
　試験会場　高崎
○３年次編入・転入学試験
　試 験 日　平成17年12月18日
　募集人員　若干名
　試験会場　高崎
○聴講生試験
　試 験 日　平成18年３月14日
　募集人員　若干名
　試験会場　高崎

○科目等履修生試験
　試 験 日　平成18年３月14日
　募集人員　若干名
　試験会場　高崎
■地域政策学部
〔前期日程〕
　試 験 日　平成18年２月25日
　募集人員　200名
　試験会場　高崎、札幌、仙台、東京、金沢、
　　　　　　名古屋、大阪、岡山、福岡、那覇
〔後期日程〕
　試 験 日　平成18年３月12日
　募集人員　100名
　試験会場　高崎、札幌、仙台、東京、
　　　　　　名古屋、大阪
○２年次編入・転入学試験
　試 験 日　平成17年９月11日
　募集人員　10名
　試験会場　高崎
○３年次編入・転入学試験
　試 験 日　平成17年９月11日
　募集人員　25名
　試験会場　高崎
○帰国生徒入試
　試 験 日　平成17年11月11日
　募集人員　若干名
　試験会場　高崎
○推薦入試Ⅰ
　試 験 日　平成17年11月20日
　募集人員　50名
　試験会場　高崎、仙台、大阪
○推薦入試Ⅱ
　試 験 日　書類選考のため選抜試験なし
　募集人員　45名
○私費外国人留学生入試
　試 験 日　平成17年11月20日
　募集人員　25名
　試験会場　高崎、東京、大阪
○私費外国人留学生入試（２次）
　試 験 日　平成18年１月８日
　募集人員　若干名
　試験会場　高崎、東京

平成 18 年度　入 試 実 施 状 況
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○社会人入試
　試 験 日　平成17年11月20日
　募集人員　若干名
　試験会場　高崎
○聴講生試験（17年度後期）
　試 験 日　平成17年９月11日
　募集人員　若干名
　試験会場　高崎
○科目等履修生試験（17年度後期）
　試 験 日　平成17年９月11日
　募集人員　若干名
　試験会場　高崎
○聴講生試験（18年度前期）
　試 験 日　平成18年３月14日
　募集人員　若干名
　試験会場　高崎
○科目等履修生試験（18年度前期）
　試 験 日　平成18年３月14日
　募集人員　若干名
　試験会場　高崎
■大学院地域政策研究科入試
○博士前期課程秋季日程試験
　試 験 日　平成17年９月11日
　募集人員　20名
　試験会場　高崎
○博士前期課程春季日程試験
　試 験 日　平成18年２月18日
　募集人員　若干名
　試験会場　高崎
○博士後期課程試験
　試 験 日　平成18年２月18日
　募集人員　５名
　試験会場　高崎
○秋季日程聴講生試験
　試 験 日　平成17年９月11日
　募集人員　若干名
　試験会場　高崎

○秋季日程科目等履修生試験
　試 験 日　平成17年９月11日
　募集人員　若干名
　試験会場　高崎
○春季日程聴講生試験
　試 験 日　平成18年３月14日
　募集人員　若干名
　試験会場　高崎
○春季日程科目等履修生試験
　試 験 日　平成18年３月14日
　募集人員　若干名
　試験会場　高崎
■大学院経済・経営研究科入試
○博士前期課程第１期試験
　試 験 日　平成17年９月11日
　募集人員　20名
　試験会場　高崎
○博士前期課程第２期試験
　試 験 日　平成18年２月18日
　募集人員　若干名
　試験会場　高崎
○博士後期課程試験
　試 験 日　平成18年２月18日
　募集人員　４名
　試験会場　高崎
○聴講生試験
　試 験 日　平成18年３月14日
　募集人員　若干名
　試験会場　高崎
○科目等履修生試験
　試 験 日　平成18年３月14日
　募集人員　若干名
　試験会場　高崎
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大学広報

図書館だより

図書館資料の所蔵状況
　平成17年12月末現在の図書、雑誌ほか所蔵している一覧です。
１．所蔵数

区　　　分 和　　書 洋　　書 合　　計（冊）
０　総　　　　　記 9,106 4,268 13,374
１　宗　教　哲　学 9,610 1,577 11,187
２　歴　史　地　理 34,748 1,984 36,732
３　社　会　科　学 92,014 23,081 115,095
４　自　然　科　学 10,363 1,082 11,445
５　技　術　工　学 10,638 2,197 12,835
６　産業・スポーツ 21,025 3,259 24,284
７　芸　　　　　術 4,335 267 4,622
８　言　　　　　語 7,250 2,721 9,971
９　文　　　　　学 9,756 2,240 11,996

郷土・参考資料・その他 9,135 438 9,573
合　　　　計 218,000 43,114 261,114

種　　　別 和　雑　誌 洋　雑　誌 合　　計（種）
購　　　　　入 334 316 650
寄　贈　ほ　か 1,016 13 1,029
合　　　　計 1,350 329 1,679

２. 雑誌数

　任期満了に伴う本学学長選挙が平成 17 年 12 月に行われ木暮　至教授が選出
され、平成 18 年１月 18 日付で第 24 代学長に就任されました。なお、新学長
の抱負については次号の学報において掲載する予定です。

木暮　至　教授が第24代学長に就任
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区　　分 学　　生 教 職 員 一　　般 合　　計
貸 出 冊 数   23,090  1,439  1,356 25,885
入 館 者 数 141,926 1,179 11,109 154,213

貸出冊数及び入館者数 〈平成17年４月～平成17年12月末〉

経 済 学 会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈参加者（　）は一般内数〉
■平成17年度第３回学術講演会
　　　日　時：平成17年11月17日（木）
　　　時　間：午後２時20分～午後４時
　　　場　所：高崎経済大学附属図書館ホール
　　　講　師：山田　雄一氏（明治大学名誉教授・明治大学前学長）
　　　演　題：企業の社会的責任と産業・組織心理学
　　　参加者：66人（17）

■平成17年度第４回学術講演会
　　　日　時：平成17年11月22日（火）
　　　時　間：午後２時30分～午後４時
　　　場　所：高崎経済大学１号館111番教室
　　　講　師：福田　一雄氏（日本銀行前橋支店支店長）
　　　演　題：最近の金融経済情勢について
　　　参加者：355人（13）

種　　　別 保有数（点）
Ｃ　　　　　　　Ｄ 231
カセット・テープ 259
ビ デ オ ・ テ ー プ 2,494
Ｄ　　　Ｖ　　　Ｄ 252
Ｌ　　　　　　　Ｄ 29
Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 452
マイクロフィルム 2,020
マイクロフィッシュ 6,660
そ　　　の　　　他 25

合　　　　計 12,422

種　　別 保有数（紙）
和　新　聞 20
洋　新　聞 3
合　　　計 23

種　　別 保有数（誌）
和　　　誌 1,593
洋　　　誌 0
合　　　計 1,593

３. 視聴覚資料数 ４. 新聞保有数

５. 他大学論集・紀要
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地域政策学会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈参加者（　）は一般内数〉

■平成17年度第２回学術講演会
　　　日　時：平成17年12月７日（水）　午後２時20分～午後３時50分
　　　場　所：高崎経済大学附属図書館ホール
　　　講　師：宍戸　駿太郎氏（国際大学・筑波大学名誉教授）
　　　演　題：日本経済復活の政策シナリオ
　　　参加者：57人（13）

■論集『地域政策研究』第８巻　第２号（斎藤達三教授退職記念号）・３号（長谷川
　　　秀男教授退職記念号）・４号発行
　　　別冊「平成17年度地域政策学部卒論要旨集」発行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈参加者（　）は一般内数〉

■第64回市民開放講演会
　　　日　時：平成17年10月28日（金）　午後２時30分～４時30分
　　　場　所：高崎経済大学附属図書館ホール
　　　講　師：横舘　久宣氏（社団法人日本在外企業協会前広報部長）
　　　演　題：「コーポレート・コミュニケーションの世界
　　　　　　　―企業経営の安定成長を支えるもの―」
　　　参加者：59人（15）

■第28回市民公開シンポジウム
　　　日　時：平成17年11月18日（金）　午後１時～４時
　　　場　所：高崎経済大学２号館221番教室
　　　基調講演：「市町村合併と地域づくり」

産業研究所

■論集『高崎経済大学論集』第48巻　第２号・第３号（加藤敬弘教授退職記念号）・
　　　第４号（山浦瑛子教授退職記念号）発行
　　　「Ｉｎｔｒｏ－学びへのいざない－」発行
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　　　講　師：西尾　勝氏（国際基督教大学大学院教授・日本自治学会会長）
　　　演　題：『新高崎市における新産業を考える』
　　　　パネリスト　　　　松浦　幸雄氏（高崎市長）
　　　　　　　　　　　　　鎌田　　勝氏（JAたかさき参事）
　　　　　　　　　　　　　東條　正文氏（烏川流域森林組合専務理事）
　　　　　　　　　　　　　根岸　良司氏（高崎商工会議所常議員小売部会長）
　　　　　　　　　　　　　市川　友英氏（JTB高崎支店長）
　　　　　　　　　　　　　村山　一弥氏（国土交通省関東地方整備局
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高崎河川国道事務所長）
　　　　コーディネーター
　　　　　　　　　　　　　岸田　孝弥氏（高崎経済大学経済学部教授）
　　　　コメンテーター
　　　　　　　　　　　　　座間　愛知氏（高崎市助役）
　　　　　　　　　　　　　大宮　　登氏（高崎経済大学地域政策学部教授）
　　　　　　　　　　　　　大島登志彦氏（高崎経済大学経済学部教授）
　　　参加者：443人（30）

■自治体政策研究開発事業
　　　自治体職員能力開発セミナーの開催
■情報提供事業
　　　ラジオ高崎「ラジオゼミナール」
■受託調査研究事業
　　　「国営附帯県営農地防災事業における住民参加型遊水池管理システムの
　　　　合意形成作り」
　　　「パーク・アンド・ライドのあり方に関する研究」

地域政策研究センター
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■平成１７年度　高経ネット利用許可講習会
　毎年、新入生全員を対象に行う講習会で、受講者には高経ネット（学内ＬＡＮ）
の利用が許可され、終了時に ID・パスワードを配布しています。また、未受
講者に対しては、月２回の割合で定期的に開催しています。
・内　　容：高経ネットの利用方法やネットワーク利用のマナーについて学習
　　　　　　する
・回　　数：新入生対象：計20回（40分／回）
　　　　　　２年生以上：計  4回（40分／回）

■平成１７年度　テーマ別講習会
　全学年の希望者を対象に行う講習会で、企業などでよく利用されているパソ
コンソフトの基本機能から仕事に役立つ実践的な機能の習得を目指して開催し
ています。

附属情報センター

コース名 主　な　内　容 特　　　　徴
パソコン
基本操作

Wordを使った文字入力
・文書編集・ファイル管
理の方法等の基本操作

案内文・掲示文等の図表を用いたビジュア
ルな文書作成ができるようになる

WWW検索
基本操作

Internet Explorerを使っ
たWWW検索の仕方、検
索結果の印刷、データ保
存など

インターネットにアクセスし、欲しい情報
を探し、その結果を加工できるようになる

Wordによるホーム
ページの作成

Wordを使ったホームペ
ージの作成の基本

使いなれたWordで簡単なホームページの
作成ができるようになる

Excel基礎（Ⅰ） 計算式の利用およびグラ
フ作成

数値データを一覧表やグラフの形で整理し
た報告書を作成することができるようにな
る

Excel基礎（Ⅱ） データベース機能および
関数の利用

データリスト一覧の作成やデータの並び替
え、データ抽出等のExcelを使ったデータ
管理ができるようになる

Power  Po in t
入門

スライドの作成およびア
ニメーション効果などの
設定方法

プレゼンテーションを行うための項目整理
や資料作成ができるようになる

・回　　数：計 21 回（90 分／回）
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